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日
本
医
療
福
祉
生
協
連　

会
長
理
事

香
川
医
療
生
活
協
同
組
合　

理
事
長

藤
原　

高
明

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
健
康
づ
く
り
、
居
場
所
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、
多
面
的
に
活
動
が
広
が
っ
た
年
で
し
た
。
ま
た
、
香
川

県
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
「
マ
イ
チ
ャ
レ
か
が
わ
」（
ま
い
に
ち

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
に
参
加
し
、
地
域
に
健
康
づ
く
り
の
活
動
を

広
げ
る
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
経
営
問
題
に
力
を
注
ぎ
、
組
合
員
増
や
し
で
も
大
き

な
前
進
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
保
障
の
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
や
介
護
を
利
用

し
に
く
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
憲
法
九
条
を
守
り
発
展

さ
せ
る
活
動
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
こ
と
を
め
ざ
す
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
意
識
し
た
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

地
域
で
存
在
感
の
あ
る
組
織
と
し
て
成
長
す
る
一
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

最新3Dマンモグラフィーで痛みが少なく、鮮明画像の乳がん検診を受けよう!!【高松平和病院 健康づくり課☎︎087-833-8113㈹】

組合員活動
交流集会

日　時：2月16日㈯13時50分～16時
会　場：瓦町FLAG 8F 大会議室
テーマ：「支部の担い手ふやし
	 地域とのつながりづくり」
参加費：無料
住み慣れたまちで、安心して暮らし続けるために
…… 担い手ふやし・地域とのつながりづくりは支
部の大きな課題です。事例を持ち寄り、解決に向
けての経験をみんなで学びましょう。

港から会場までみんなでウォーキング



みんなの健康　2019年　1　月号　第 229 号　（2）

十
月
二
十
八
日
（
日
）、
第

十
五
回
コ
ー
プ
歯
科
ま
る
が
め

健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
回
雨
で
中
止
で
し
た
の

で
二
年
ぶ
り
の
お
祭
り
で
す
。

当
日
は
、
朝
は
風
が
強
く
肌
寒

い
天
気
で
し
た
が
午
後
か
ら

は
、
持
ち
直
し
お
天
気
に
な
り

ま
し
た
。
舞
台
で
は
、
地
域
で

活
動
し
て
い
る
方
々
か
ら
三
味

線
や
大
正
琴
、
マ
ジ
ッ
ク
、
太

鼓
、
体
操
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

等
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
各
支

部
や
職
員
の
模
擬
店
は
う
ど
ん

や
お
で
ん
、
ポ
ン
菓
子
、
わ
た

が
し
等
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
八
月
に
組
合
員

と
職
員
で
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
準
備
や
宣
伝
な
ど
行
い

ま
し
た
。
事
前
に
診
療
所
周

辺
へ
の
全
戸
案
内
ビ
ラ
配
布

（
八
〇
〇
枚
）
や
外
来
患
者
へ

の
案
内
等
宣
伝
を
し
ま
し
た
。

一
五
〇
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
、
実
行
委
員
会
で
は
、
終
了

後
さ
っ
そ
く
来
年
の
ま
つ
り
に

む
け
て
組
合
員
活
動
を
大
き
く

前
進
さ
せ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の

ま
つ
り
に
し
よ
う
と
話
が
始
っ

て
い
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
十
月
二
十
八
日

（
日
）、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の

中
、
第
十
六
回
高
松
協
同
病

院
「
健
康
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
九
〇
〇
名
も
の

地
域
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
東
エ
リ

ア
の
組
合
員
さ
ん
は
、
例
年
通

り
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

開
催
の
前
々
日
か
ら
準
備
や
設

営
、
受
付
、
運
営
と
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
「
健
康
ま
つ
り
」
を

支
え
ま
す
。
そ
し
て
毎
年
、
音

楽
で
地
域
に
貢
献
す
る
「
木
太

中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
」
も

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
っ
て
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
出
し
物

も
満
載
で
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
、
和
太
鼓
集

団
「
満
天
」
の

演
技
に
は
圧
倒

さ
れ
、
地
域
自

治
会
の
バ
ン
ド

演
奏
、
職
員
の

バ
ン
ド
演
奏
と

賑
や
か
で
す
。

今
年
は
職
員
バ

ン
ド
の
演
奏

に
、
北
原
院
長

と
植
木
副
院
長
も
台
上
に
立
っ

て
歌
を
披
露
し
た
り
、
職
員
に

よ
る
「
認
知
症
に
関
す
る
寸

劇
」
も
催
さ
れ
、
笑
え
な
い
リ

ア
ル
な
内
容
に
笑
っ
て
し
ま
っ

た
り
と
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

う
ど
ん
・
か
ら
あ
げ
・
焼
き

そ
ば
な
ど
組
合
員
さ
ん
が
出
店

す
る
バ
ザ
ー
も
大
盛
況
。
切
り

絵
や
県
知
事
賞
を
も
ら
っ
た
大

き
な
「
ひ
ょ
う
た
ん
」
の
作
品

が
展
示
さ
れ
カ
ラ
フ
ル
で
来
場

者
の
目
を
引
き
ま
し
た
。
ち

び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
ど

も
た
ち
も
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や

みんなで医療生協の事業を発展させるために「積立増資」「年１回以上の増資」にご協力下さい。

コ
ー
プ
歯
科
ま
る
が
め 

健
康
ま
つ
り

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
を
求

め
て
県
内
の
各
自
治
体
と
陳

情
・
懇
談
す
る
、
香
川
県
社
会

保
障
推
進
協
議
会
（
香
川
民
医

連
、
香
川
医
療
生
協
、
か
が
わ

保
健
企
画
、
香
川
民
医
労
を
始

め
二
十
三
団
体
が
加
盟
）
に
よ

る
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
今
年

も
十
月
に
行
わ
れ
、
加
盟
団
体

か
ら
の
べ
約
二
〇
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

琴
平
町
、
綾
川
町
で
は
、
今

年
も
町
長
も
懇
談
に
参
加
し
、

「
み
な
さ
ん
の
よ
う
な
方
が
い

る
か
ら
、
み
ん
な
に
褒
め
ら
れ

る
い
い
町
が
で
き
る
」（
前
田

綾
川
町
長
）
な
ど
の
発
言
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
三
豊
市
、

観
音
寺
市
、
琴
平
町
な
ど
で
高

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
助
成
の

拡
充
に
関
し
て
の
費
用
試
算
を

実
施
し
て
い
る
な
ど
、
い
く
つ

か
の
自
治
体
で
制
度
拡
充
に
向

け
た
前
向
き
な
回
答
が
得
ら
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
県
下
で
は

唯
一
、
中
学
卒
業
ま
で
の
医
療

費
完
全
無
料
化
な
ど
が
実
現
し

て
い
な
い
高
松
市
で
は
、
今
回

も
市
長
の
姿
勢
や
財
源
等
を
理

由
に
、
制
度
拡
充
に
後
ろ
向
き

な
回
答
が
多
く
、
あ
ら
た
め
て

制
度
拡
充
を
求
め
る
市
民
の
運

動
を
大
き
く
広
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
中
で

前
進
し
た
要
望
項
目

★
就
学
援
助
制
度
で
の
入
学
準

備
金
の
四
月
前
支
給
の
実
施

（
三
豊
市
、
多
度
津
町
）

★
来
年
度
か
ら
介
護
保
険
で
の

福
祉
用
具
の
受
任
委
任
払
い

を
実
施
予
定	

（
丸
亀
市
）

県下すべての自治体で建設的な懇談がすすむ  

住
民
の
声
を
伝
え
て

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
を
！

香
川
県
社
保
協
に
よ
る
十
八
年
度
の

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

高
松
協
同
病
院

健
康
ま
つ
り
に
九
〇
〇
名
参
加

まつり参加者みんなで体操

満天による圧巻の和太鼓演奏

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

北
原
院
長
、
植
木
副
院
長
、
北

原
紀
子
先
生
に
加
え
、
佐
藤
明

先
生
に
も
無
料
健
康
相
談
を

行
っ
て
頂
き
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
来
年
も
さ
ら
に
職
員
、
組

合
員
が
協
力
し
充
実
し
た
健
康

ま
つ
り
に
な
っ
て
い
け
ば
と
思

い
ま
す
。

職員バンドも大活躍
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「居場所づくり」など応援、ご協力いたします。お気軽にご相談下さい。【連絡先：組合員活動部　087-833-8115】

�

①　

右
側
の
絵
に
は
七
つ
の
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
ハ
ガ
キ
に
右
側

の
絵
だ
け
貼
っ
て
、
ま

ち
が
い
箇
所
に
赤
色
印

を
つ
け
て
下
さ
い
。
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
ご

記
入
の
上
、
身
近
な
出

来
事
、
ご
意
見
、
ご
感

想
な
ど
、
何
か
「
一

言
」
を
そ
え
て
ご
応
募

下
さ
い
。
ご
意
見
、
ご

感
想
は
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
匿
名
希
望
の
方

は
そ
の
旨
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。）

②　

〆
切　

一
月
末
日

③　

抽
選
で
六
名
様
に

「
粗
品
」
進
呈
。

④　

当
選
者
は
誌
面
に
て

発
表
し
ま
す
。

⑤　

宛
先
〒
七
六
〇  – 

〇
〇
七
三

高
松
市
栗
林
町
一– 

三  – 

二
十
四

香
川
医
療
生
協
内　
『
み
ん
な
の
健
康
』
編
集
部

十
一
月
号
の
応
募
は
二
十
一
通
で
、
十
九
名
が
正
解
で
し

た
。
抽
選
の
結
果
次
の
六
名
の
方
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

宮
下　

和
雄　

高
松
市	

神
余　

広
子　

仲
多
度
郡

野
村　

篤
子　

高
松
市	

上
西　

康
子　

高
松
市

池
田
フ
ジ
子　

高
松
町	

田
中　

君
子　

仲
多
度
郡

12

6

9 3

12

6

9 3

ⓒ
幼
児
の
学
習
素
材
館

「４点杖」のご紹介
	 体つくり隊㉔医

学
生
二
人
、
医
師
一
人
、
学

生
担
当
者
二
人
で
十
一
月
に
岡
山

県
倉
敷
市
真
備
町
へ
「
西
日
本
豪

雨
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
災
害
が
発
生

し
て
か
ら
五
ヶ
月
経
っ
た
現
在

も
、
家
屋
の
撤
去
作
業
や
、
泥
か

き
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
必

要
な
こ
と
を
知
り
、
自
分
達
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
話
し

合
い
実
現
し
ま
し
た
。

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
倉
庫

の
撤
去
が
割
り
振
ら
れ
十
人
の
グ

ル
ー
プ
に
な
っ
て
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
体
調
管
理
の
為
に
三
十
分

作
業
を
し
て
十
分
休
憩
を
繰
り
返

し
ま
す
。
壁
を
壊
し
た
り
、
床
を

は
ぐ
作
業
は
思
っ
た
以
上
に
大
変

で
し
た
が
、
被
災
さ
れ
た
方
か
ら

「
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か

ら
頑
張
り
ま
す
。」
と
感
謝
の
言

葉
を
掛
け
て
頂
き
ま
し
た
。

実
際
に
現
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
体
験
し
た
こ
と
で
被
害
状
況
を

知
り
困
っ
て
い
る
人
達
を
助
け
る

大
切
さ
も
改
め
て
実
感
す
る
事
が

で
き
、
学
生
に
と
っ
て
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

床下に流れ込んだ泥出し作業中

皆さんは、「4点杖」をご存知でしょうか？
4点杖とは、地面と接する杖先が1点であ

るT字杖に対して、杖先が4点ある杖のこと
です。支えてくれるポイント（支柱）が多
く、杖自身で立てることができるほどの安定
性があるという特徴があります。

非常に安定する杖ということで、転倒の不
安がある方が使用を検討する方もいると思い
ますが、ここでひとつ注意が必要です。

この4点杖は段差のない平らな場所（病院や介護施設）などで
は非常に便利なのですが、写真のように段差があったり、ガタガ
タ道等の不整地では安定せず、かえって転倒する恐れもありま
す。購入する際は、使用する場所
や環境を考慮しましょう。

・4点杖に適している人
T字杖では足元が安定しない、

脚力が低下している、という人に
おすすめです。杖先が4点で安定
しているため、姿勢が悪い人や、
背骨が曲がった人にも適していま
す。また、自宅内や施設・病院内
の移動がメインの場合に向いてい
るでしょう。

虹の里　リハビリ科
理学療法士
高畠　真悟

●お問合せ先：高松平和病院
学生担当　花谷・野口・池内
T E L：090-7579-4259
メール　heiwahp@gmail.com

マイチャレンジかがわ
今年12月から新たに香川県では、がん検診の受診や日々の運動、食事など

で自身が設定した目標を達成するとポイントがたまり、協力店で割引などの
サービスが受けられる「かがわ健康ポイント事業（マイチャレかがわ）」が始
まりました。

すでに記録シート12月の県の広報誌に折りこまれ、またアプリ版も「マイ
チャレかがわ」で検索するとダウンロードできます。医療生協も特典を提供
しています。ぜひご参加下さい。
★詳しくは、マイチャレかがわ　検索　https://mychalle-kagawa.com/

2018年12月1日㈯からスタート!
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香
川
医
療
生
協
で
は
理
事
会
の
も
と
に
各
種
専
門
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。
総
代
会
で
確
認
さ
れ
た
年
度
の
方
針
を
具
体
化
し
、
香

川
医
療
生
協
全
体
の
運
動
を
進
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
東

讃
ブ
ロ
ッ
ク
の
特
徴
と
し
て
地
域
住
民
で
あ
り
患
者
・
利
用
者
で

あ
る
組
合
員
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

専
門
家
の
職
員
が
と
も
に
協
同
す
る
こ
と
で
専
門
委
員
会
の
活
動

を
よ
り
活
発
に
し
て
い
こ
う
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
委
員
会

私
た
ち
の
使
命
は
、
地
域
ま

る
ご
と
健
康
づ
く
り
を
す
す
め

る
で
す
。
毎
月
の
ま
ち
か
ど
健

康
チ
ェ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は

複
数
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
参
加
し

腕
の
振
り
方
や
脚
の
運
び
方
、

姿
勢
や
フ
ォ
ー
ム
の
実
践
指
導

を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
一
番
の
取
り
組

み
は
「
筋
力
チ
ェ
ッ
ク
」
で

す
。
高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
に

役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・

普
及
し
、
介
護
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

参
加
者
は
「
普
段
班
会
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
血
圧
・
体

脂
肪
測
定
・
尿
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
運
動
能
力

が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
専
門
家

の
方
も
交
え
て
学
べ
て
目
標
も

で
き
、
三
ヶ
月
後
の
変
化
が
楽

し
み
で
す
。」
と
の
こ
と
。

こ
の
活
動
は
仲
間
増
や
し
に

も
つ
な
が
る
よ
う
組
合
員
以
外

の
方
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

た
だ
き
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

が
指
導
す
る
取
り
組
み
を
通
じ

て
組
合
員
加
入
を
勧
め
ま
す
。

平
和
・
社
保
委
員
会

毎
月
の
「
憲
法
九
条
改
憲
反

対
」
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動

も
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
委

員
会
で
は
事
業
所
と
組
合
員
の

担
当
者
が
参
加
し
て
共
同
の
取

り
組
み
を
い
く
つ
も
計
画
・
実

践
し
て
い
ま
す
。
憲
法
カ
フ
ェ

の
開
催
も
恒
例
化
し
て
三
回
目

を
行
い
ま
し
た
。
前
回
は
語
り

部
カ
フ
ェ
、
今
回
は
朗
読
劇
と

毎
回
趣
向
を
変
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
憲
法
を
守
り
、
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

年
に
二
回
の
緑
化
活
動
に
職

員
も
共
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

み
き
カ
フ
ェ
の
お
手
伝
い
、
デ

イ
ケ
ア
で
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
定
例
化
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
所
利
用
委
員
会

事
業
所
代
表
と
組
合
員
代
表

と
に
よ
り
組
合
員
・
患
者
の
要

望
や
苦
情
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も

に
、
職
員
が
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
も
組
合
員
・
患
者
さ
ま
に

相
談
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で

は
経
営
に
関
す
る
具
体
的
な
分

析
に
も
組
合
員
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
今
後
の
医
療
介
護
の
方

向
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。
虹
の

箱
の
投
書
か
ら
診
療
所
の
ト
イ

レ
を
改
修
し
職
員
が
交
代
で
清

掃
す
る
仕
組
み
も
で
き
ま
し
た
。

組
合
員
活
動
交
流
集
会

毎
年
恒
例
の
職
員
と
組
合
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
報
告
し

て
交
流
す
る
集
会
で
す
。
今
年

は
平
和
病
院
の
原
田
真
吾
医
師

に
「
た
め
に
な
る
内
科
の
楽
し

い
話
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
原
田
医
師
は
一
三
〇
名
を

超
え
、
満
員
御
礼
で
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
も
出
る
集
会
に
驚
か
れ

て
い
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
職
員

の
楽
し
い
体
操
後
の
食
事
会
も

川
柳
ク
イ
ズ
や
歌
で
盛
り
上
が

り
、
六
万
円
を
超
え
る
西
日
本

豪
雨
災
害
支
援
募
金
も
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
医
療
や
福
祉
の

事
業
、
健
康
づ
く
り
や
ま
ち
づ

く
り
の
運
動
を
通
じ
て
、
平
和

や
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る

運
動
や
環
境
へ
の
と
り
く
み
を

総
合
的
に
進
め
ま
す
。

現
在
、
み
き
診
療
所
を
中
心

に
「
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
み

き
」
を
目
指
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
中
で
す
。
新
た
に
無
料

低
額
診
療
事
業
の
取
り
組
み
、

支
援
費
（
障
が
い
者
）
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
相
談
や
作
成
が
可
能
に

な
る
な
ど
、
幅
広
い
要
望
に
こ

た
え
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
東
讃
ブ
ロ
ッ
ク

は
多
く
の
ひ
と
び
と
の
参
加
で

地
域
に
協
同
の
“
わ
”
を
ひ
ろ

げ
て
い
き
ま
す
。

生
協
み
き
診
療
所　

事
務
長　

藤
本
由
美
子

医療生協のとりくみに「ちょっとだけボランティア」して頂ける方、まずは、ご連絡ください【組合員活動部:087-833-8115】

組
合
員
と
事
業
所
の
協
同
が
前
進
の
原
動
力

「
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
み
き
」
設
立
を
め
ざ
し
て

WHO東讃ブロック　健康ウォーク

毎月9のつく日の憲法9条行動

会場いっぱい満員御礼

地域のいろんなイベントにも参加

「
強
化
月
間
を
振
り
返
っ
て
」

今
年
度
の
生
協
強
化
月
間
が

終
了
し
ま
し
た
。

事
前
に
「
事
業
所
の
魅
力
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
職
員
に
行
い
、

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
「
キ
ッ
ク
オ

フ
集
会
」
で
医
療
生
協
の
魅
力

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
思
い
を

共
有
し
、
職
員
か
ら
事
業
所
の

特
徴
や
職
員
の
頑
張
り
を
聞

き
、
医
療
生
協
な
ら
で
は
の
良

さ
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

組
合
員
さ
ん
か
ら
は
、
日
頃
の

健
康
づ
く
り
活
動
や
高
齢
者
見

守
り
活
動
、
支
え
あ
い
、
子
育

て
支
援
な
ど
が
、
ど
れ
程
素
晴

ら
し
い
事
か
を
職
員
に
紹
介
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ

の
「
医
療
生
協
の
魅
力
」
を
職

員
と
組
合
員
が
ペ
ア
で
行
う
地

域
訪
問
や
待
ち
合
い
室
行
動
、

支
部
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
ア

ピ
ー
ル
し
、
二
ヵ
月
余
り
の
強

化
月
間
で
五
三
六
人
の
加
入
、

一
三
，六
九
五
千
円
の
増
資
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年

度
目
標
の
仲
間
増
や
し
三
千

人
、
出
資
金
増
や
し
一
億
円
の

八
割
に
は
到
達
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
出
資
金
は
医
療
生
協
を

運
営
し
て
い
く
「
元
手
」
で

す
。
年
一
回
は
増
資
の
ご
協
力

を
引
き
続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
員
活
動
部

課
長　

橋
本
宏
美
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今
回
は
、
消
化
器
内
科
（
お

腹
の
病
気
）
で
特
に
胆
管
、
胆

嚢
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
Ｍ

Ｒ
Ｉ
が
活
躍
す
る
か
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

肝
臓
で
作
ら
れ
た
消
化
液

（
胆
汁
）
は
、
一
時
、
胆
嚢
と

い
う
袋
状
の
臓
器
に
貯
め
ら
れ

な
が
ら
、
十
二
指
腸
か
ら
流
れ

出
て
、
食
物
と
合
流
し
ま
す
。

こ
の
胆
嚢
や
胆
管
に
結
石
が

出
来
て
、
感
染
や
炎
症
を
起
こ

す
の
が
、
胆
石
症
、
胆
管
炎
と

言
わ
れ
る
病
気
で
す
。

こ
れ
ま
で
高
松
平
和
病
院
で

は
、
主
に
Ｃ
Ｔ
や
超
音
波
検

査
（
エ
コ
ー
検
査
）
で
結
石
な

ど
が
無
い
か
検
査
し
、
結
石
が

あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
手

技
で
検
査
治
療
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
と
い
う

内
視
鏡
の
手
技
は
と
て
も
治
療

効
果
や
診
断
能
力
に
長
け
て
い

る
検
査
法
で
す
が
、
患
者
さ
ん

に
負
担
が
か
か
っ
た
り
、
膵
炎

を
合
併
す
る
可
能
性
が
あ
る
な

ど
、
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は

な
い
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

結
石
が
は
っ
き
り
と
写
っ
て
い

な
い
場
合
な
ど
は
、
行
う
か
主

治
医
と
患
者
さ
ん
で
一
緒
に
悩

む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
は
、
Ｍ
Ｒ

Ｃ
Ｐ
と
い
う
撮
影
方
法
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
胆
管
と
膵
管
の

中
の
液
体
（
胆
汁
と
膵
液
）
の

部
分
だ
け
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
で
取
り
出
し
て
、
画
像
を
作

り
ま
す
。
そ
の
画
像
は
Ｅ
Ｒ
Ｃ

Ｐ
で
造
影
剤
の
画
像
と
そ
っ
く

り
で
、
身
体
的
な
負
担
を
掛
け

な
く
て
も
結
石
が
あ
る
か
、
胆

管
が
拡
が
っ
て
い
る
か
、
詰

ま
っ
て
い
る
か
な
ど
を

き
れ
い
に
映
し
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
で

も
可
能
で
し
た
が
、
磁

場
が
弱
く
消
化
器
の
撮

影
に
不
向
き
で
し
た
。

今
回
、
1.5
テ
ス
ラ
と

い
う
新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装

置
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

で
、
Ｃ
Ｔ
検
査
や
超
音

波
検
査
だ
け
で
無
く
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
よ
り
詳

し
く
、
負
担
無
く
、
診

断
を
行
う
事
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
胆
石
や

総
胆
管
結
石
の
診
療

が
、
よ
り
安
全
、
正
確

に
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
肝
臓
、
膵
臓

《
作
り
方
》
所
要
時
間　
20
分
～
30
分

①　

大
根
、
金
時
に
ん
じ
ん
は

太
さ
３
㎝
位
の
も
の
を
輪
切

り
に
す
る
。

②　

煮
干
し
（
好
み
で
昆
布

も
）
で
だ
し
を
取
り
、
①
を

入
れ
て
煮
る
。

③　

野
菜
が
煮
え
た
ら
、
３
㎝

角
の
１
㎝
の
厚
さ
に
切
っ
た

豆
腐
を
入
れ
ひ
と
煮
立
ち
す

る
。

④　

白
み
そ
を
湯
で
と
い
て
、

入
れ
る
。

⑤　

餅
は
、
別
に
煮
て
柔
ら
か

く
す
る
。
ま
た
は
、
焼
い
て

も
よ
い
。
そ
し
て
、
汁
に
入

れ
る
。

⑥　

⑤
を
お
椀
に
盛
り
、
青
の

り
を
ふ
る
。

★
減
塩
ポ
イ
ン
ト

具
だ
く
さ
ん
の
汁
に
す
る

と
、
塩
分
量
を
減
ら
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。
ま
た
白
味
噌

は
、
薄
口
し
ょ
う
ゆ
の
塩
分

量
の
約
半
分
で
す
。

高
松
平
和
病
院

管
理
栄
養
士　

舩
本　

忍

☆
一
口
メ
モ
☆

江
戸
時
代
、
香
川
県
で

は
塩
・
砂
糖
・
木
綿
が
特

産
で
、「
讃
岐
三
白
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
「
砂
糖
」
は
幕
府

へ
の
献
上
品
に
さ
れ
、
庶

民
は
食
べ
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
せ
め
て
お
正
月
ぐ
ら

い
は
砂
糖
を
口
に
し
た

い
。
そ
れ
な
ら
餡
に
砂
糖

を
入
れ
て
餅
に
包
ん
で
雑

煮
に
し
て
食
べ
よ
う
」
と

い
う
庶
民
の
想
い
か
ら

「
あ
ん
餅
雑
煮
」
が
誕
生

し
た
そ
う
で
す
。

「ご家族で組合員の方のご逝去や転居の場合、各種変更手続きが必要です」【連絡先:法人総務部　087-833-8956】

ア
メ
リ
カ
の
ビ
キ
ニ
環
礁
で

の
水
爆
実
験
に
よ
る
「
死
の

灰
」
を
浴
び
た
マ
グ
ロ
漁
船

員
・
久
保
山
愛
吉
さ
ん
の
「
放

射
能
に
よ
る
被
害
者
は
わ
た
し

を
最
後
に
し
て
」
と
の
遺
言
は

広
島
、
長
崎
に
続
く
放
射
能
被

害
は
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
き
っ
か
け
に

「
原
水
爆
を
許
す
な
、
核
兵
器

を
禁
止
せ
よ
。」
と
い
う
声
が

全
国
に
沸
き
起
こ
り
、
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
が
開
か
れ
る
も

と
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
久
保

山
さ
ん
の
命
日
に
あ
た
る
三
月

一
日
に
静
岡
県
焼
津
で
、
ビ
キ

ニ
デ
ー
と
し
て
毎
年
日
本
原
水

協
の
集
会
と
墓
参
の
行
進
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

香
川
医
療
生
協
で
は
、
核
兵

器
禁
止
運
動
に
取
り
組
み
、
毎

年
ビ
キ
ニ
デ
ー
に
代
表
を
送
っ

て
き
ま
し
た
。
来
年
も
送
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
組
合
員
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

部
負
担
金
が
必
要
。
詳
し
く
は

組
合
員
活
動
部
へ

（
☎︎
〇
八
七–
八
三
三–

八
一
一
五
）

材料（4人分）1人分／175kcal　塩分0.83g
丸もち（あん入り）…… 4個
金時にんじん……… 40g
白みそ……………… 45g
煮干しのだし汁…4カップ

青のり………………少々
大根………………… 80g
豆腐……………… 1/3丁

香
川
の
お
雑
煮

★
す
こ
し
お
生
活

3・1
ビ
キ
ニ
デ
ー

参
加
者
募
集

Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
、
胆
石
・
総
胆
管
結
石
を

安
全
、
正
確
に
診
断
！

高
松
平
和
病
院　

内
科　

医
長　

何
森　

晶

の
疾
患
（
特
に
腫
瘍
）
の
発
見

や
精
密
検
査
に
も
役
立
ち
ま
す
。

す
で
に
何
人
か
の
患
者
さ
ん

の
病
気
を
発
見
す
る
こ
と
が
出

来
た
高
松
平
和
病
院
の
新
し
い

Ｍ
Ｒ
Ｉ
。
き
っ
と
、
こ
れ
か
ら

も
胆
石
や
総
胆
管
結
石
を
疑
う

腹
痛
な
ど
の
症
状
の
あ
る
患
者

さ
ん
の
診
療
に
役
に
立
つ
こ
と

と
思
い
ま
す
。

第 3回

胃

肝
臓
か
ら
胆
汁

総胆管結石

肝内結石

胆
の
う
結
石

胆
の
う

肝
臓

総
胆
管

十二指腸へ 実際のMRI画像
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私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は

“
楽
し
い
支
部
活
動
”

高
須
支
部
は
高
松
協
同
病
院

に
隣
接
し
た
支
部
で
す
。「
出

会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
助
け
合

い
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
組
合
員
三
九
〇
名
の
小

さ
い
支
部
で
地
域
の
様
子
が
分

か
り
や
す
い
で
す
。

毎
月
七
十
五
才
以
上
の
組
合

員
さ
ん
の
お
誕
生
月
訪
問
を
し

て
、
お
元
気
か
、
困
っ
た
事
は

な
い
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
居
場
所
た
ま
り
場
と
位

置
付
け
て
月
一
回
組
合
員
さ

ん
宅
ガ
レ
ー
ジ
で
う
ど
ん
バ

ザ
ー
（
十
二
月
か
ら
大
人
気
の

し
っ
ぽ
く
う
ど
ん
が
始
ま
り
ま

し
た
。）
や
公
民
館
で
合
同
班

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
楽
し
い

支
部
活
動
を
目
標
に
年
二
回
の

バ
ス
ツ
ア
ー
、
支
部
主
催
の
健

康
講
座
、
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
、

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
支

部
組
合
員
さ
ん
の
サ
ッ
ク
ス

演
奏
・
ウ
ク
レ
レ
・
う
た
ご

え
サ
ー
ク
ル
）、
落
語
会
を
行

い
、
他
サ
ー
ク
ル
活
動
も
活
発

で
す
。

そ
し
て
な
ん
と
言
っ
て
も
一

番
の
自
慢
は
人
の
和
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
の
力
で
す
。
支
部

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
も
ち
ろ

ん
病
院
、
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
行
事

へ
の
参
加
も
協
力
的
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
み
ん
な
で
楽
し
く
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

支部紹介
高須支部

蒜山高原へバスツアー（コスモス畑にて） 桜の季節に女木島ウォーキング

うたごえサークル“すずらん”

び
受
診
さ
れ
た
り
、
ど
こ
か
で

転
ん
だ
の
か
、
青
あ
ざ
や
傷
が

で
き
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
し
た
。
お
薬
の
管
理

な
ど
の
悩
み
は
、
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
会
議
で
Ａ
さ
ん
、
息
子
さ

ん
と
共
に
相
談
し
対
応
し
て
い

ま
す
。

Ａ
さ
ん
の
望
み
は
「
周
り
の

人
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、

こ
の
家
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い

う
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
困
難
さ

は
、
息
子
さ
ん
と
共
に
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
通
所
リ
ハ
の
職

員
、
主
治
医
、
外
来
看
護
師
等

多
職
種
で
し
っ
か
り
連
携
し
、

Ａ
さ
ん
の
気
持
ち
や
希
望
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

在
宅
生
活
を
支
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
で
五
年
間
安
心
。

木
田
郡　

寺
尾
澄
子
さ
ん

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
先
日

接
種
し
ま
し
た
。
注
射
部
位
が

少
し
発
赤
し
た
程
度
で
落
ち
着

き
ま
し
た
。
こ
れ
で
五
年
間
安

心
で
す
。
次
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
し
ま
す
。

ト
ビ
ウ
オ
が
三
回
跳
ね
た
！

小
豆
郡　

田
中
久
美
さ
ん

九
十
歳
に
な
っ
た
母
の
足
の

筋
力
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
毎

日
、
近
く
の
海
ま
で
散
歩
を
し

て
い
ま
す
。「
ト
ビ
ウ
オ
」
が

三
回
飛
び
跳
ね
て
い
た
り
、
海

鳥
も
い
て
毎
日
違
う
風
景
が
楽

し
め
ま
す
。

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
（
八
歳
）

高
松
市　

濱
崎　

司
さ
ん

最
近
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

は
、
気
づ
い
た
ら
姿
勢
を
正
す

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

紅
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
懇
親
会

高
松
市　

新
永
君
枝
さ
ん

他
県
か
ら
引
っ
越
し
て
き
て

全
く
近
所
に
知
り
合
い
も
な
い

中
、
医
療
生
協
の
役
員
さ
ん
に

お
声
か
け
頂
き
「
膝
の
手
術
な

ら
平
和
病
院
」
と
お
聴
き
し

四
ヶ
月
前
に
手
術
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
紅
葉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
懇
親
会
に
も

参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

か
す
か
な
予
兆
を
見
逃
さ
ず

高
松
市　

中
村
明
子
さ
ん

三
年
前
「
行
っ
て
ん
ｍ
ｙ
健

診
」
を
平
和
病
院
で
受
け
ま
し

た
。
そ
の
時
、
か
す
か
な
予
兆

を
見
逃
さ
ず
発
見
。
紹
介
状
を

書
い
て
く
れ
、
か
か
り
つ
け
医

を
経
て
、
大
病
院
の
専
門
医
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
貴
院
の
丁
寧
な
対
応
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
老
化
が
進
行

高
松
市　

吉
本
洋
子
さ
ん

毎
年
、
市
の
基
本
健
康
診
査

に
行
き
、
血
液
検
査
ば
か
り
を

気
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
び
っ

く
り
し
た
の
は
身
長
で
し
た
。

な
ん
と
若
い
頃
よ
り
二
セ
ン
チ

以
上
も
縮
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
老
化
が
始
っ

て
い
た
の
で
す
ね
。

ボ
ケ
な
い
よ
う
に
ガ
ン
バ
ル

仲
多
度
郡　

田
中
き
み
子
さ
ん

よ
く
物
事
を
考
え
、
手
先
を

動
か
し
、
ボ
ケ
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
も

乗
り
足
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

〈1月号〉

Ａ
さ
ん
は
、
今
日
も
外
来

で
、
新
聞
を
広
げ
て
く
つ
ろ
い

で
お
ら
れ
ま
す
。

曜
日
感
覚
が
わ
か
り
に
く
い

た
め
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
や
受
診

の
な
い
日
も
、
暑
い
日
も
寒
い

日
も
一
人
で
杖
を
つ
い
て
来
院

さ
れ
、
外
来
待
合
の
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
や
自
動
販
売
機
の
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
を

見
た
り
す
る
こ
と
が
日
課
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
に

と
っ
て
、
病
院
の
外
来
は
安
心

で
き
る
「
居
場
所
」
な
の
で

し
ょ
う
。

Ａ
さ
ん
は
、
八
十
歳
代
の
男

性
、
協
同
病
院
近
く
の
自
宅
で

一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
要
介
護
一
で
認
知
症
が
あ

り
、
食
事
の
準
備
や
ゴ
ミ
出
し

は
近
く
に
住
む
息
子
さ
ん
が
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
週
三
回
の
訪
問
介
護
で
朝

の
着
替
え
や
外
出
、
掃
除
や
洗

濯
の
支
援
と
、
週
三
回
の
当
院

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

当
院
の
外
来
通
院
に
よ
り
、
心

身
機
能
や
筋
力
低
下
予
防
に
努

め
て
お
ら
れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

利
用
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
こ

ろ
は
、「
お
薬
が
足
ら
な
い
。

眠
れ
な
い
」
な
ど
と
、
た
び
た

外
来
…
こ
こ
が
安
心
で
き
る
居
場
所

高
松
協
同
病
院　
総
看
護
師
長　
福
家
妙
子

2カ月に1回　ご近所5〜10軒の機関紙手配り・高齢者見守り活動にご協力ください。

喫茶コーナーでくつろぐAさん
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高齢者のくらし【無料】相談実施中　第4木曜　13時半　申込み先【香川高齢期運動連絡会　090-9771-5487】

高 松 協 同 病 院 ☎（087）833−2330
■内科・リハビリ科 ●午前中の受付は12時迄です。

月 火 水 木 金 土
午前　9:00 〜 12 :30 北原紀

津島
北原紀
前田

北原紀
阪梨

北原紀
担当医

北原紀
津島／担当医

長町・北原紀（第1・3）
久保（第2・4）
北原孝（第2・4・5）

午後　3:00 〜 5 :00（月・火）
　　　3:00 〜 6 :00（水・金） 津島 北原紀

担当医
北原紀
阪梨

津島／担当医
北原孝（4:00 〜）

■整形外科
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 栗生 栗生（毎週）
午後　3:00 〜 6 :00 栗生

へいわこどもクリニック ☎（087）835−2026　病児保育はとぽっぽ ☎087−835−2065
月 火 水 木 金 土

午 　　　前 9:00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 13 :00
午 　　　後 4:00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00

●月・火・水・金午後1:30 〜 4:00は、乳幼児健診、予防接種、専門外来などを行っています。

善 通 寺 診 療 所 ☎（0877）62−0311
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 藤原 担当医 藤原 藤原 藤原/担当医 藤原/担当医
午後　3:00 〜 6 :00 藤原 （訪問診療） 藤原 （訪問診療） 藤原/担当医

●火・木午後は往診を行っています。

生 協 み き 診 療 所 ☎（087）891−0303
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 田中（内科） 田中（内科）
長町（訪問診療） 田中（内科）

担当医（内科）
長町（訪問診療） 田中（内科） 担当医※

午後　3:00 〜 6 :00 （訪問診療） 津島（内科）
（訪問診療） （訪問診療） （訪問診療） 担当医（内科）

（訪問診療）
※第4・第5土
曜日は休診

生 協 へ い わ 歯 科 ☎（087）837−6480
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 13 :00 尾平野 尾平野・小﨑 尾平野 尾平野 尾平野・小﨑 担当医※
午後　3:00 〜  7 : 30 尾平野・今川 尾平野・小﨑 尾平野 尾平野・小﨑

月曜は18:30まで　※土曜は12:30まで。　■受付は診療終了時間の30分前まで。

コープ歯科まるがめ ☎（0877）58−1888
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :00 砂田・小﨑 砂田 砂田・小﨑 砂田・小﨑 砂田 担当医
午後　2:00 〜 7 :00 砂田・小﨑 砂田 砂田・小﨑 砂田・小﨑 砂田

※木曜日は午後5時まで。

診 療 案 内診 療 案 内香川医療生活協同組合
高 松 平 和 病 院 （救急指定病院） 代表電話:087−833−8113（下記の直通電話をご利用下さい）

月 火 水 木 金 土

内 科
☎833-8114

午　前
9:00 〜 12 :00

蓮井・豊岡
長町・安田 高木・植本真 長町・植本一

佐藤龍・高木
高木・担当医・
原田（11 : 30 〜）

豊岡・原田
長町

担当医
（一診・二診）

午　後
3:00 〜 6 :00

高木・佐藤龍 
 植本一

何森晶（4 : 00 〜 6 : 00）
原田・佐藤龍・安田

長町
（2 : 00 〜 5 : 00） 担当医

●医師体制の都合により、木曜午後の診療は休診とさせていただいております。
乳 腺 外 来
☎833-8113

午　前
9:00 〜 12 :00 何森亜 何森亜

（第1・3・5） 何森亜
●乳腺外来は午後休診です。

緩 和 ケ ア
相 談 外 来
☎833-8113

午　前
9:30〜 11:00

蓮井
（予約要）

午　後
 3 :00 〜 5 :00

原田
（予約要）

蓮井
（予約要）

整 形 外 科
☎833-8113

午　前
（予約優先） 真鍋・中平 中平 真鍋 真鍋 中平 真鍋（第1・3）

森口（第4）
中平（第2・4）
担当医（第5）午　後

 3 : 00 〜 5 :00
（完全予約制）

田賀谷

緩 和 ケ ア
相 談 外 来

原田 月 15 :00 〜 17 :00
蓮井 水 15 :00 〜 17 :00

木 ９:30 〜 11 :00

乳 腺 外 来 何森亜
火 ９:00 〜 12 :00
第1・3・5水 ９:00 〜 12 :00
木 ９:00 〜 12 :00

禁 煙 外 来 佐藤龍 金 16 :00 〜 17 :00
肛 門 外 来 豊岡 水 16 :00 〜 17 :00

●　専　門　診　療　●

★
診
療
体
制

に
つ
い
て

●内　　科  ・ 午前の予約をお取りでない方の受付時間は12時までとさせていただいております。
 ・ 午後の予約をお取りでない方の診療開始時間は4時からとさせていただいております。

●整形外科 ・診察は予約制となっていますが、8：30から9：30まで当日受付も行っています。
・予約外の患者さまは待ち時間が長時間になりますのでご理解のほどよろしくお願いします。

診察予約・お問合わせは各科
直通電話をご利用下さい

外
来
部
門

【受付時間】
内科
平日 9:00 ～ 18:00　土曜 9:00 ～ 12:30
乳腺外来
平日 9:00 ～ 17:00　土曜 9:00 ～ 12:30
緩和ケア相談外来
平日 9:00 ～ 17:00
整形外科
平日11:00～17:00　土曜 11:00 ～ 12:30
医事課 ☎087 - 833 - 8112
内　科 ☎087 - 833 - 8114

入
院
部
門

【受付時間】9:00 ～ 21:00
3 病棟 ☎087 - 833 - 8895
4 病棟 ☎087 - 833 - 8912

健
診
部
門

【受付時間】
平　日 9:00 ～ 17:00
土曜日 9:00 ～ 12:30
健康づくり課 ☎087 - 833 - 8524

2019年1月1日現在

内
　
　
科

循 環 器
高 血 圧 高木・長町医師の外来担当時に診察いたします。

肝 臓 蓮井医師の外来担当時に診察いたします。

消 化 器 蓮井・豊岡医師の外来担当時に診察いたします。

呼 吸 器 原田医師の外来担当時に診察いたします。

糖 尿 病 水・木午前。香大医師が担当いたします。

〈高松平和病院エリア〉
介 護 老 人 保 健 施 設「 虹 の 里 」
☎（087）862 − 6541

老人介護支援センター「ほのぼの」
☎（087）862 － 6516

訪問看護ステーション「ひまわり」
☎（087）862 － 1039

ヘルパーステーション「虹の里」
☎（087）862 － 6689

デイサービスセンター「はーもにー」（太田）
☎（087）815 － 5631

デイサービスセンター「はーもにー栗林」
☎（087）833 － 6250

デイサービスセンター「はーもにーぽっぽ藤塚」
☎（087）813 － 1621

ヘルパーステーション「はーもにー」
☎（087）815 － 5651

居宅介護支援事業所「はーもにー」
☎（087）888 － 7175

〈高松協同病院エリア〉
デ イ サ ー ビ ス 協 同
☎（087）833 － 2347

介 護 支 援 セ ン タ ー 協 同
☎（087）812 － 5502

高松協同病院通所リハビリテーション
☎（087）833 － 2401

高松協同病院訪問リハビリテーション
☎（087）833 － 2416

デイサービス「はーもにー六条」（民家型）
☎（087）887 － 2603

ヘルパーステーション「はーもにー協同」
☎（087）887 － 2645

〈善通寺診療所エリア〉
訪問看護ステーション「ほがらか」
☎（0877）56 － 5566

ヘルパーステーション「ほがらか」
☎（0877） 56 － 5578

〈生協みき診療所エリア〉
訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン「 み き 」
☎（087）891 － 0503

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン「 み き 」
☎（087）891 － 0532
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「お正月飾り」
はーもにー六条

はーもにー六条（民家型）　　　
干支飾りを作り、好きな飾りを思い
思いにアレンジしました。大切に持
ち帰り、お部屋に飾るとお正月らし
い雰囲気になり華やかです。

ヒバクシャ国際署名、「安倍９条改憲NO署名」「高松市の中学生の外来窓口無料化署名」にご協力ください。【組合員活動部　087-833-8115】

う
ち
の
自
慢
の
新
春
作
品

はーもにーぽっぽ藤塚
「来年の干支のいのししを利用者と一緒に作り
ました。ちりめん生地を縫って作ったものと色
画用紙を切り抜き、　組み合わせたものです。
楽しいいのしし年でありますように！」

デイサービス協同
利用者様とテーマを考え、干支の壁画や置物を作成しました。壁画は時間が
掛かりましたが、利用者様のやる気で最後まで頑張る事が出来ました。今年
も利用者様と一緒に力を合わせて、楽しいことに取り組んで行きたいです。

「みき診七福神」
みき診療所

お正月の縁起物にちなんで、七福神の宝船のちぎり絵
を作成しました。着物の柄や波飛沫など、皆さんでわ
いわい相談しながら楽しく完成させることができまし
た。玄関ホールに飾って見守ってくれています。

●お知らせ●
機関紙を郵送させていただい
ている方は、1月号より専用
封筒でのお届けとなります。


